
令和７年度 第４９回大垣市自治会対抗交歓ソフトボール中央大会 実施要項 

 

１．目  的 各自治会を中心として、みんなで楽しくスポーツ活動を実施し、明るい地域社会づくりと体力づ

くりをねらいとする。 

 

２．主  催  大垣市連合体育振興会 

 

３．後  援  大垣市・大垣市教育委員会、公益財団法人大垣市体育連盟 

        大垣市ソフトボール協会、大垣市連合自治会連絡協議会 

 

４．期  日  令和７年９月７日（日）  予備日 ９月１４日（日） 

            開会式 午前８時３０分   競技開始 午前９時００分 

            閉会式・表彰式 午後５時００分 ※競技終了後、得点集計が済み次第。 
 

５．会  場   杭瀬川スポーツ公園（ソフトボール場 Ａ～Ｄ面） ※チーム数によって変更あり。 
 

６．参加資格     (1)各体育振興会から代表１チームと、第48回優勝チームの計20チームを基本とし、出場チ 

ームとする。ただし、合計チーム数が20チームに満たない場合は、第48回の２位のチーム、 

もしくは、その校区から1チーム、それでも満たない場合は、第48回の３位のチームもし 

くは、その校区から1チーム、それでも満たない場合は、そのほかの校区でチームの追加を 

することが出来る。ただし、2チームまでとする。 

(2)定数に満たない場合は、減数のままで実施する。 

(3)各チームは自治会単位とする。ただし、各体育振興会で認められた合併チームはよい。 

(4)チーム編成は25名以内（監督等を含む。）とし、登録の変更は試合当日の受付時まで可能。 

(5)40歳以上の選手はリボン（赤）を左肩に縫い付け、常に２名以上出場すること。 

(40歳以上とは、昭和60年12月31日以前に生まれた人とする) 

(6)学生（高校生以上）を１名のみ出場可とする。（登録は複数可）学生は左肩にリボン（黄）を 

縫い付けること。 

(7)当該年度ソフトボール協会登録選手は、投手としては出場できない。 

ただし、６０歳以上を除く。（女性は、年齢問わず出場可） 

 

７．規  則       (1)令和７年度オフィシャル・ソフトボール・ルールに準ずる。 

〔背番号のない選手は、選手交替はできない〕 

(2)金属・セラミック製のスパイク使用は禁止する。 

(3)試合中は帽子を着用し、打者・走者はヘルメットを必ず着用すること。        

(4)捕手は、ヘルメット及びスロートガード付きのマスクを着用すること。 

(5)男子選手のハーフパンツ着用は禁止するが、ロングスパッツにハーフパンツはよし 

とする。(素肌が見えなければ良い。) 
 

８．試合方法    (1)４ブロックによる変則リング戦方式。 ※チーム数によって変更。 

(特別ルール)   (2)１試合は７回戦とし、60分を越えて新しい回に入らない。ただし、最終回終了時に同点の 

場合は、制限時間にかかわらず促進ルールにより試合を１イニングのみ行い、それでも同点 

の場合は引き分けとする。 



(3)最終回の先攻終了時、後攻の得点の方が多い場合は、後攻の攻撃を行わない。 

また、逆の場合、後攻が逆転した時は、その時点で試合を終了する。 

(4)５回以降、7点以上の差がある場合はコールドゲームとする。 

(5)順位決定は、 

①勝数の多い順 ②負け数の少ない順 ③失点の少ない順 ④得点の多い順とし、 

それでも同じ場合は代表者による抽選で決定する。 

(6)試合について抗議は一切受け付けない。ただし、不明な点は監督を通して行う。 

(7)女子選手が投手をおこなう場合は、投球距離を13.11ｍからとする。 

 

９．用  具       (1)試合球は、3号ゴムボール（マルエス）を使用する。 

試合球は、試合開始時に各チーム１球ずつ提供する。試合終了時に返却する。 

ボールが川に入った場合、入れたチームよりボールを補充する。 

(2)バットは、ソフトボール用バット（JＳＡのマーク入り）を使用する。 

試合開始前にバットおよびヘルメットの検査を行い、整備不良の物は使用できない。 

 

10. 表  彰 順位は、優勝、準優勝、3位とする。 

 

11．そ の 他     (1)競技中に起きた事故は、応急処置のみ行うが、参加者の責任とする。 

(2)予選登録選手は、住居移動があっても中央大会参加は認める。 

(3)規則「№７－(1)」における背番号とは１番から99番までとし、監督は「30」、コーチは「31」・ 

「32」、主将は「10」とする。         

(4)雨天時による開催可否の決定は、当日現地にて、午前7時に決定する。関係者は現地 

にて確認する。 

(5)準備は各チームから3名以上で、主に試合するコートのライン引き・ネット準備を行う。 

後片付けについては、最終試合チーム全員で行う。 

役員役割分担については、抽選会後に確定する。 

(6)主審は、大垣市ソフトボール協会に依頼し、塁審は、参加チームから3名選出する。 

塁審は、選手と兼ねることができる。 

(7)出場校区は、開会式にて選手宣誓があるため各校区体育振興会旗を持参するもの。 


